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安全に関するご注意 
 

ケガや事故防止のため、以下のことを必ずお守りください。 
 

付、運転、保守、点検の前に、必ずこのマニュアルをお読みいただき、正しくご使用下さい。 
機器の知識、安全の情報、その他注意事項のすべてを習熟してからご使用下さい。 

 
このマニュアルでは、安全注意事項のレベルを「警告」と「注意」に区分しています。 

 
取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険の状態を生じる 
ことが想定される場合 

や外部要因による異常が発生しても、システム全体が安全側に働くように本製品の外部で 
の故障
を行ってください。 
スの雰囲気では使用しないでください。 
因となります。 
火中に投棄しないでください。 
子部品などが破裂する原因となります。 

 
取扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負うかまたは物的損害のみが発生す 
る危険の状態が生じることが想定される場合 

や発煙を防止するため、本製品の保証特性・性能の数値に対し余裕をもたせて使用してください。 
はしないでください。 
や発煙の原因となります。 
に触れないでください。 
があります。 
は端子

おそれ
、インターロック回路は外部で構成してください。 
クタは確実に接続してください。 
分な場合は、異常発熱や発煙の原因となります。 
に液体、可燃物、金属などの異物を入れないでください。 

や発煙の原因となります。 
れた状態では施工（接続、取り外しなど）しないでください。 

それがあります。 

 

著作権および商標に関する記述 
アルの著作権は、松下電工株式会社が所有しています。 
無断複製は、かたくお断りします。 
およびWindowsNTは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
会社および製品名は、各社の商標または登録商標です。 
のため、仕様、外観およびマニュアルの内容を予告なく変更することがありますので、ご了承ください。 





























































































































































































































第 6 章　ＯＰ機能について

　６－１９．ＯＰ－７２：パスワードによるプロテクトの解除・設定　　

ＰＣに対してすでに登録されたパスワードによるプロテクトの解除（オープン処理）と設定
（クローズ処理）をします。
●ＯＰ機能の選択・確定手順に従って、ＯＰ機能を選択・
　　確定してください。

←ＯＰ－７２のタイトルが表示されます。

◎プロテクトの解除
●プロテクトの解除（オープン処理）をするときは『１』キーを
　　押してください。

●パスワードを入力して下さい。
　例えば、パスワード１２３の時

●『書込』キーを押すと、一旦初期画面（＊＊）の表示に
　戻ります。

●解除完了かどうかはプログラム読出しをして確認を
してください。

　　読出しが出来ればパスワード解除されたことになります。
　　もしプロテクトエラーが表示され、ブザーが鳴ったら
　　パスワード入力まちがいですので、もう一度ＯＰ－７２を
　　実行してください。

◎プロテクトの設定
←ＯＰ－７２のタイトルが表示されます。

●プロテクトの設定（クローズ処理）をするときは『０』キーを
　押してください。

●『書込』キーを押すとプロテクトが設定されます。
　
　設定後はプロテクトの解除をするまでプログラムの
　読出、書込、挿入などの編集は出来ません。

　注）パスワードが登録（ＯＰ－７３）されていないと、
　　　プロテクトの設定、解除（ＯＰ－７２）は無効です。
－110－















































































改訂履歴

マニュアル番号は、表紙下に記載されています。

発行日付 マニュアル番号 改訂内容

１９９３年　６月

１９９４年　２月

１９９４年　８月

１９９５年　２月

１９９５年１０月

１９９５年１２月

１９９６年１０月

１９９７年　６月

１９９８年　２月

１９９９年　６月

２００３年１２月

２００４年 １２月

ＦＡＦ－１３２

ＦＡＦ－１３２①

ＦＡＦ－１３２②

ＦＡＦ－１３２③

ＦＡＦ－１３２④

ＦＡＦ－１３２⑤

ＦＡＦ－１３２⑥

ＦＡＦ－１３２⑦

ＦＡＦ－１３２⑧

ＦＡＦ－１３２⑨

ＦＡＦ－１３２⑩

ＦＡＦ－１３２⑪

初版

２版

３版

４版

５版

６版

７版

８版　ＡＦＰ１１１３Ｖ２／ＡＦＰ１１１４Ｖ２対応

９版　ＦＰ１０ＳＨで使用可能な条件を追加

１０版

１１版　１１０ページ誤記修正

１２版　原稿の再取り込み（ＰＤＦのみ）



ご注文に際してのお願い
　　本資料に記載された製品および仕様は、製品の改良などのために予告なしに変更（仕様変更、製造中止を含む）

することがありますので、記載の製品のご使用のご検討やご注文に際しては、本資料に記載された情報が細心の

ものであることを、必要に応じ当社窓口までお問い合わせのうえ、ご確認くださいますようお願いします。

　　　　なお、本資料に記載された仕様や環境、条件の範囲を超えて使用される可能性のある場合、または記載のない

　　条件や環境での使用、あるいは鉄道・航空・医療用などの安全機器や制御システムなど、特に高信頼性が要求される

　　用途への使用をご検討の場合は、当社窓口へご相談いただき、仕様書の取り交しをお願いします。

受入検査　〕

・ご購入または納入品につきましては、速やかに受入検査を行っていただくとともに、本製品の受入検査

前または検査中の扱いにつきましては、管理保全に十分なご配慮をお願いします。

　

保証期間　〕

・本製品の保証期間は、ご購入後あるいは貴社のご指定場所への納入後 1 年間とさせていただきます。

なお電池や光源ランプなどの消耗品、補材につきましては除かせていただきます。

　

保証範囲　〕

・万一、保証期間中に本製品に当社側の責による故障や瑕疵が明らかになった場合、当社は代替品

または必要な交換部品の提供、または瑕疵部分の交換、修理を、本製品のご購入あるいは納入場所で

無償で速やかに行わせていただきます。

ただし、故障や瑕疵が次の項目に該当する場合は、この保証の対象範囲から除かせていただくものとします。

　　１．貴社側は指示した仕様、規格、取扱い方法などに起因する場合。

　　２．ご購入後あるいは納入後に行われた当社側が係わっていない構造、性能、仕様などの改変が原因の場合。

　　３．ご購入後あるいは契約時に実用化されていた技術では予見することが不可能な現象に起因する場合。

　　４．カタログや仕様書に記載されている条件・環境の範囲を逸脱して使用された場合。

　　５．本製品を貴社の機器に組み込んで使用される際、貴社の機器が業界の通念上備えられている

　　　　機能、構造などを持っていれば回避できた損害の場合。

　　６．天災や不可抗力に起因する場合。

また、ここでいう保証は、ご購入または納入された本製品単体の保証に限るもので、本製品の故障や

瑕疵から誘発される場合は除かせていただくものとします。

以上の内容は、日本国内の取引および使用を前提とするものです。

日本以外での取引および使用に関し、仕様、保証、サービスなどについてのご要望、ご質問は

当社窓口まで別途ご相談ください。
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このマニュアルの記載内容は平成16年12月現在のものです。
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